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「
撃
ち
方
や
め
」
報
道
に
関
す
る
質
問
主
意
書

�

二
〇
一
四
年
十
月
三
十
日
、
朝
日
新
聞
が
「
こ
れ
で
『
撃
ち
方
や
め
』
に
な
れ
ば
い
い

。
安
倍
晋
三
首
相
は
二
十
九

日
の
側
近
議
員
と
の
昼
食
会
で
、
民
主
党
の
枝
野
幸
男
幹
事
長
を
巡
る
政
治
資
金
の
問
題
が
発
覚
し
た
こ
と
を
受
け
、
こ
う

述
べ
た
。
野
党
の
追
及
が
弱
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
発
言
だ
が
、
か
え
っ
て
反
発
を
買
う
可
能
性
も
あ
る
。
」
（
朝
日
記
事

一
）
と
報
じ
た
こ
と
を
受
け
、
安
倍
首
相
は
、
十
月
三
十
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
枝
野
幸
男
委
員
の
質
問
に
対
し
左

記
の
答
弁
を
行
っ
て
い
る
。

「
今
日
の
朝
日
新
聞
で
す
か
ね
、
撃
ち
方
や
め
と
私
が
言
っ
た
と
。
そ
う
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
捏
造
で

す
。
」
（
答
弁
一
）

「
朝
日
新
聞
は
安
倍
政
権
を
倒
す
こ
と
を
社
是
と
し
て
い
る
と
か
つ
て
主
筆
が
し
ゃ
べ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
ブ
リ
ー
フ
を
し
た
萩
生
田
議
員
に
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
明
ら
か
で
あ
り
ま
し
て
、
私
に
確
認
す
れ
ば
す
ぐ
わ

か
る
こ
と
で
す
、
私
が
言
っ
た
か
ど
う
か
」
（
答
弁
二
）

�

し
か
し
、
こ
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
同
月
二
十
九
日
〜
三
十
日
に
か
け
て
、
各
報
道
機
関
と
も
以
下
の
よ
う
に
報
じ
て
い

る
。

一



「
安
倍
晋
三
首
相
は
二
十
九
日
、
自
民
党
の
萩
生
田
光
一
総
裁
特
別
補
佐
と
党
本
部
で
会
談
し
、
閣
僚
や
枝
野
幸
男
民
主

党
幹
事
長
ら
の
政
治
資
金
問
題
を
念
頭
に
「
誹
謗
中
傷
合
戦
は
国
民
の
目
か
ら
見
て
美
し
く
な
い
。
『
撃
ち
方
や
め
』
に
な

れ
ば
良
い
」
と
語
っ
た
。
」
（
二
〇
一
四
年
十
月
二
十
九
日
、
共
同
通
信
）

「
安
倍
首
相
は
二
十
九
日
、
党
本
部
で
自
ら
に
近
い
議
員
に
会
っ
た
際
、
『
枝
野
氏
の
話
が
出
て
、
（
民
主
党
が
）
『
撃

ち
方
や
め
』
と
な
れ
ば
い
い
。
誹
謗
中
傷
合
戦
に
な
る
と
、
国
民
か
ら
見
て
美
し
く
な
い
』
と
語
っ
た
。
」
（
二
〇
一
四
年

十
月
三
十
日
、
読
売
新
聞
）

「
安
倍
晋
三
首
相
は
二
十
九
日
、
自
民
党
本
部
で
萩
生
田
光
一
総
裁
特
別
補
佐
ら
と
意
見
交
換
。
首
相
は
、
民
主
党
の
枝

野
幸
男
幹
事
長
の
政
治
資
金
問
題
が
発
覚
し
た
こ
と
を
念
頭
に
「
撃
ち
方
や
め
、
に
な
れ
ば
い
い
」
と
述
べ
、
国
会
審
議
の

焦
点
が
、
閣
僚
の
疑
惑
追
及
か
ら
政
策
論
争
に
移
る
こ
と
に
期
待
感
を
示
し
た
。
」
（
二
〇
一
四
年
十
月
三
十
日
、
毎
日
新

聞
）「

安
倍
晋
三
首
相
は
自
民
党
本
部
で
側
近
議
員
ら
と
会
い
、
与
野
党
の
『
政
治
と
カ
ネ
』
問
題
に
つ
い
て
『
誹
謗
中
傷
合

戦
に
な
る
の
は
美
し
く
な
い
。
撃
ち
方
や
め
に
な
れ
ば
い
い
』
と
語
っ
た
。
」
（
二
〇
一
四
年
十
月
三
十
日
、
日
本
経
済
新

聞
）

二



「
『
中
傷
合
戦
は
美
し
く
な
い
。
撃
ち
方
や
め
に
な
れ
ば
い
い
』
首
相
は
二
十
九
日
、
官
邸
で
面
会
し
た
自
民
党
の
萩
生

田
光
一
総
裁
特
別
補
佐
に
こ
う
語
っ
た
。
」
（
二
〇
一
四
年
十
月
三
十
日
、
産
経
新
聞
）

�

安
倍
首
相
の
答
弁
に
対
し
、
二
〇
一
四
年
十
月
三
十
一
日
、
朝
日
新
聞
は
以
下
の
よ
う
に
報
じ
、
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

「
朝
日
新
聞
が
取
材
し
た
出
席
者
は
三
十
日
夕
、
『
撃
ち
方
や
め
』
は
自
分
の
発
言
だ
っ
た
と
述
べ
、
首
相
の
発
言
だ
と

し
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
説
明
を
修
正
し
た
。
こ
の
出
席
者
は
二
十
九
日
の
昼
食
会
後
、
複
数
の
報
道
機
関
の
記
者
に
対
し
て

首
相
の
発
言
と
し
て
説
明
し
て
い
た
。
」
（
朝
日
記
事
二
）

「
記
事
は
意
図
的
に
話
を
つ
く
っ
た
捏
造
で
は
な
く
、
取
材
に
も
と
づ
い
て
書
い
た
も
の
で
す
。
」
（
朝
日
見
解
一
）

「
ま
た
、
朝
日
新
聞
社
に
『
安
倍
政
権
を
倒
す
』
と
い
う
社
是
は
な
く
、
主
筆
が
話
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」
（
朝

日
見
解
二
）

�

こ
う
し
た
報
道
を
受
け
て
安
倍
首
相
は
、
十
月
三
十
一
日
の
地
方
創
生
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
は
、
渡
辺
周
委
員
の
質

問
に
対
し
左
記
の
答
弁
を
行
っ
て
い
る
。

「
こ
う
い
う
捏
造
と
い
う
の
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ま
さ
に
、
安
倍
晋
三
を
攻
撃

し
よ
う
と
い
う
意
思
が
あ
っ
て
記
事
を
書
く
か
ら
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
の
中
に
お
い
て
や
る

三



べ
き
取
材
を
全
く
や
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
大
変
な
問
題
（
略
）
報
道
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
責
任
感
の
も
と

に
ち
ゃ
ん
と
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
う
思
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
」
（
答
弁
三
）

以
下
の
と
お
り
、
質
問
す
る
。

一

「
撃
ち
方
や
め
」
を
安
倍
首
相
の
発
言
と
報
じ
た
朝
日
記
事
一
が
「
捏
造
」
と
し
た
安
倍
首
相
の
答
弁
一
に
つ
い
て
。

�

安
倍
首
相
は
、
答
弁
一
を
行
う
よ
り
前
に
、
共
同
通
信
、
読
売
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
日
本
経
済
新
聞
、
産
経
新
聞
等
の

記
事
は
読
ん
で
い
な
か
っ
た
の
か
。
日
頃
よ
り
、
事
務
方
が
安
倍
首
相
に
、
朝
日
新
聞
と
そ
の
他
の
報
道
機
関
の
報
道
を

分
け
て
伝
え
た
事
実
は
あ
る
か
。

�

安
倍
首
相
は
、
共
同
通
信
、
読
売
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
日
本
経
済
新
聞
、
産
経
新
聞
等
の
記
事
も
「
捏
造
」
と
い
う
認

識
か
。
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
朝
日
新
聞
の
記
事
と
他
の
記
事
と
の
違
い
は
何
か
。

�

安
倍
首
相
は
、
右
各
記
事
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
朝
日
新
聞
の
記
事
だ
け
に
言
及
し
た
の
か
。

二

安
倍
首
相
は
答
弁
二
で
「
朝
日
新
聞
は
安
倍
政
権
を
倒
す
こ
と
を
社
是
と
し
て
い
る
と
か
つ
て
主
筆
が
し
ゃ
べ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
弁
し
た
が
、
朝
日
新
聞
は
朝
日
見
解
二
で
「
朝
日
新
聞
社
に
『
安
倍
政
権
を
倒
す
』
と
い
う

社
是
は
な
く
、
主
筆
が
話
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

四



�

「
朝
日
新
聞
は
安
倍
政
権
を
倒
す
こ
と
を
社
是
と
し
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
、
誰
に

対
し
て
行
っ
た
発
言
か
。
ま
た
、
安
倍
総
理
は
ど
う
や
っ
て
そ
の
発
言
を
知
り
得
た
の
か
。
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
た
い
。

�

こ
の
よ
う
な
「
社
是
」
が
朝
日
新
聞
社
に
あ
る
か
ど
う
か
は
、
同
社
に
確
認
す
れ
ば
す
ぐ
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
安

倍
首
相
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
事
前
に
確
認
し
た
か
。
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
事
前
確
認
を
怠
っ
た
ま
ま
答
弁
し
た

理
由
は
な
ぜ
か
。

三

安
倍
首
相
は
答
弁
二
で
「
ブ
リ
ー
フ
を
し
た
萩
生
田
議
員
に
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
明
ら
か
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

�

安
倍
首
相
は
、
答
弁
一
を
行
う
よ
り
前
に
、
「
朝
日
新
聞
が
取
材
し
た
出
席
者
」
が
「
撃
ち
方
や
め
」
を
安
倍
首
相
の

発
言
で
あ
る
と
各
報
道
機
関
に
伝
え
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
。
知
っ
て
い
た
上
で
、
朝
日
新
聞
の
「
捏
造
」
で
あ

る
、
と
答
弁
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
安
倍
首
相
の
答
弁
一
は
「
捏
造
」
に
相
当
し
、
知
ら
ず
に
答
弁
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
安

倍
首
相
の
答
弁
一
に
は
重
大
な
過
失
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

�

安
倍
首
相
は
答
弁
二
で
「
ブ
リ
ー
フ
を
し
た
萩
生
田
議
員
に
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
明
ら
か
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、

「
朝
日
新
聞
が
取
材
し
た
出
席
者
」
は
、
萩
生
田
光
一
総
裁
特
別
補
佐
で
間
違
い
な
い
か
。

�

安
倍
首
相
は
、
答
弁
二
で
、
「
私
に
確
認
す
れ
ば
す
ぐ
わ
か
る
こ
と
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
安
倍
首
相
は
、
総
裁

五



特
別
補
佐
が
話
し
た
内
容
で
あ
っ
て
も
、
安
倍
首
相
本
人
に
確
認
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
話
の
真
偽
は
不
明
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
安
倍
首
相
は
、
報
道
機
関
が
、
総
裁
特
別
補
佐
の
発
言
の
真
偽
の
確
認

を
求
め
た
と
き
に
は
、
こ
れ
に
遅
滞
な
く
回
答
す
る
意
向
と
態
勢
を
有
し
て
い
る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

四

安
倍
首
相
は
、
答
弁
三
で
、
「
安
倍
晋
三
を
攻
撃
し
よ
う
と
い
う
意
思
が
あ
っ
て
記
事
を
書
く
か
ら
」
、
「
捏
造
」
が
起

き
た
と
断
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
意
思
」
が
朝
日
新
聞
社
に
あ
る
か
ど
う
か
は
、
同
社
に
確
認
す
れ
ば
す
ぐ
わ
か
る

こ
と
で
あ
る
が
、
安
倍
首
相
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
事
前
に
確
認
し
た
か
。
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
事
前
確
認
を
怠
っ

た
ま
ま
答
弁
し
た
理
由
は
な
ぜ
か
。

五

安
倍
首
相
は
、
朝
日
新
聞
の
「
捏
造
」
で
あ
る
と
し
た
自
身
の
答
弁
に
誤
り
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
答
弁
一
〜

三
等
を
修
正
す
る
準
備
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

六


